
学習者コーバスによる事例研究：英語教育への応用山

野澤和典

言語を外国語として学んでいる学習者が書いたり，

話したりしたものを，コンピュータnJ読な形式で多

量に記録したものと定義されている。母語話者の

コーパスと異なり，学習者コーパスで記録されるも

のは，発達段階にあるＩＩＪ間言語（inter]anguage）を

反映した言語運用であり，そのデータ収集方法の違

いから，一般コーパスのジャンル分けはfll1ljできな

いなどの特徴がある。

一般コーパスの主たる目的が言語そのものの分析

であるのに対し，学習者コーパスの主たる目的は，

学習者が言詰習得の過程で形成する中間言語を研究

する．第二言語習得研究である。

はじめに

応用言語学の一つとしてのコーパス言語学

(CorpusLinguistics）の研究は|孜米を中心に盛んに

されてきている一方，日本でも英語研究を主たるロ

的とするBrownCorpus,LOBCorpus,TheBritish

NationalCorpus:'，CobuildDirectCorpus1wなどの大

規模なコーバスを利用して盛んにされてきている｡

さらに，最近では第二言語（外国語）としての英語

学習者のライティングやスピーチの大規模データで

ある学習者コーパスの構築と利用が世界各地で試み

られ、新しい波として脚光を浴びてきている垣

本稿では．世界各地に散在する大規模・小規模の

学習者コーパスが外国語（英語）教育・学習にどの

ように利用されてきたか，幾つかの]1.例から、それ

らの理論的背景と実践的手法を紹介すると共に，今

後の学習者コーパスを利用した英語教育・学習にど

んな新展開が待ち受けているのかを考察する｡特に，

1990年に出版され，1997年に改訂されたChris

TribbleとGlynJonesの言語教育における教育資源と

してのコンコーダンス（concordance）利用の考え

方やコーポラ（corpora）を言語教育に利用する考

え方など，さらには日本で先端的な研究をしている

斉藤・中村・赤野（1998）や臘家・須賀（1998）な

どのコーパス言語学の基本的研究，杉浦（1993)，

朝尾（1998)，投野（1998)，投野（1999)．井上

(1999）などの有益なコーバス利１１１の実践研究につ

いても触れ，今後の研究発展およびその利用につい

て論じる。

２．コーパスの外国語（英語）教育・学習への応用

２．１．海外での研究

当時までの研究成果をまとめたTribble＆Jones

(1990）では，第４章がコンコーダンサーによって

プリントアウトされたものを教材として利用する方

法を幾つか示している。必ずしも的確なものとは限

らないが．文脈から得られるヒントによって未学習

語句（キーワード）の意味を考えさせたり．前１齢iil，

reportedspeech，比較級，同音異義語・同義語．感

覚動詞などの文法的特質をＱ＆Ａ，グループ・ワー

ク．穴埋め問題，左右の内容にあった並べ替えのス

タイルで学習させる具体的なワークシートを提供し

ている。学習者コーパス的な観点からの例もあり．

学習者のライティングをコンコーダンサーで分析

し頻繁に起こるエラーを自己診断的な発想で利用

する再学習のための方策を提言している蜜

第５章も，かなり特定化された例とはいえ．コン

コーダンサーを授業の｢|'で使用できる１９の実践的

なシラバスを提供していて大変役に立つ。第６章で

は，外|玉|語としての英語教育でＩ中級レベル学習者

1．学習者コーパスの定義と目的

斉藤ほか（1998）によれば，学習者コーパス

(Iearnercorpusまたはleamer0scorpus）は，特定の
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杣の分析結果を加えながら，ドイツ人英語学習荷が

対象で文法学習上の問題点があるif構文．reported

speech,時Iill・ｆＯｒａｎｄｓｉｎｃｅを取り上げ，語菜習得

では．文脈から複数の意味を帰納的に学習するとい

う観点からの例を幾つか挙げている。

Stevens（1995）は，多くのコーポラとコンコー

ダンサーを使った研究事例を引用しなから$言語学

習者は，帰納性，オーセンテイシティ，学習に対す

る向らの責任を求める教材から多くを学べると主張

している。特に，こういった学習法を導入するに当

たって．教師及び学習者の役割と責任の所在の在り

方を訓練する必要があると主張し，ＣＡＬＬの研究発

展上で生じている問題を次第に解決していくだろう

と予想するc

Tribble（l997a）は．大規模コーパスの利用と共

に，ＣＤ－ＲＯＭ百科事典のテキスト（マイクロ・

コーパス）とコンコーダンサー利用による文法教育

教材の例を挙げて,その有効性を主張している一方，

個々の教師が構築した小規模なコーポラであっても

発見学習スタイルの詔漿・文法学習やプロジェクト

における有益な資源となると主張している。執筆時

点で利用できるコーポラを挙げ，その利用法を示し

ながらも，英語教育における純粋な言語サンプルが

必ずしもオーセンティックな言語使用そのものや効

果的な言語学習活動を助長するとは限らないと言

う。学習者コーパスについては，種々の問題点を抱

えてはいるが，英語学科や英語学校に眠っている資

源である英語学習者が書いた標準的でないコーパス

の利用を奨めているc

Tribble&Jones（1997）の1990年からの改訂版で

は，第４章の中で，具体例は同じ一つだけであるが

重要度が増してきた学習者コーバスの利用方法を独

立させて論じている。また，第７章では，利用する

コンコーダンサーが．WordPerfect5，Basic，

ＷＯＲＤ４から，ＤＯＳのパラグラフ・コンコーダン

サーとWordBasicで書かれたコンコーダンサーに慣

き替わられている。

Dagneaux,ｅｔａＬ（1998）は，学習者コーパスを利

Ⅲした誤用分析に関する論文で，1970年代に盛ん

になった誤川分析の欠点をふまえた上で，コンピ

ュータを利用した学習者コーパスの誤用分析を提案

やCambridgeProficiencyExaminatio、を受ける学習

者を対･象として文学を教える方策を提示している。

取り上げている題材は，簡易な詔莱で構成されてい

るKatherineMansfield（１９２３）の.､ＴｈｅＦｌｙ”

(2,100語）とやや難解なSamuelBeckett（1967）

の.TextfOrNothing,ｒである。liij者では，スキ

ャンニイング読解，内容に関する簡iiiなＱ＆Ａ､話

の流れを考えさせるグループ作業，発見した情報と

意見をまとめるライティングなどの方法を示し後

者では，語彙リストとその出現頻度による理解，ス

キャンニィング読解，異なった内容のプリントアウ

トを利用したグループ理解とストーリーの再現，グ

ループ代表者による内容報告とまとめライティング

といった方法を紹介している。

Kettlemann（1994）は，アメリカ文学作品の一

つMaryFreemanWilkins（1890）mTheRevoltof

Mother,,を題材に，ロングマン・ミニ・コンコー

ダンサー（ＬＭＣ:LongmanMim-Concordancer）とオ

ックスフォード・マイクロコンコード（ＯＭＣ：

OxfOrdMicroConcord）を使って実験した結果を報

告している。テキストをスキャンした後，ＬＭＣで

の分析ではトークン・タイプ比が4.5でやや語彙の

バリエーションが低かったが。ＧｒａｍｍａｔｉｋＶで文体

チェックをした結果では，FleschReadingEaseスコ

アが83で読みやすく，平均的な文の長さは１２．８で

比較的短く，容易な統語構造で，一語あたりのシラ

ブルも1.3で出現頻度が高い文章と言う。その結果

を踏まえ，機能語と内容語の違いや定冠詞と非定冠

詞の使い方を説明できたり，出現頻度の高い内容語

から作品の内容を考えさせたりする方法を提示して

いる。ＯＭＣでの分析では，使用されている動詞や

副詞のスタイルをチェックし，主人公の行動分析を

し，伝統的な男女の役割を理解させたり，登場人物

の詳細な人物像と感情を説明している。こういった

コンコーダンサーと様々な文学作IHIテキストを頻繁

に使うことによって，英語力の向上と文学を楽しむ

方策を提示した。

Kettlemann（1995）は，ＯＭＣとそのコーパス

Ａ＆Ｂ（210万語）を使い，英語教育における文法，

語彙習得に役立つための方策を示している。具体的

には，Kettlemann（1994）で取I)」こげた同じ文学作
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している。フランス語を母語とする英語学習者の

コーパスを，IntemationalCorpusofLearnerEnglish

（'2級者）からと．著者ら独自のもの（中級者.）と

から１５万語染め，エラー・タグをつけた仁エ

ラー・タグは言語学的な記述とし，エラーの原lklな

どの分類は主観的になるのでつけなかったc作業は，

まず、英語母語話者が間述い部分に訂服した語句

をつけ足し次に．その部分に英語教lIiljがタグをつ

けていった。タグづけには専用のツールを使った。

出来｣こがったコーパスを使った成果としては，例え

ば，中級者と｣二級者のエラーの割合を比鮫すること

により，学習の発達の様子を把握することができる。

エラー・タグなしの学習者コーパスでは，分析者が

思いもよらない使い方をしている例や．使うべきと

ころに使っていない例などを検索することはできな

い豆従って，エラー・タグがあってこそ，そういう

例を漏らさず分析することができるようになる。

Turnbull＆Burston（1998）は、非英語母語話者

であるモナッシュ入学大学院生２詔の書いたものを

コンコーダンス・ストラテジーを使って英語を学習

する際に検証するケース・スタディを報併してい

る。特に，特異な教育環境で学習者自身がどの程度

の自学自習ができるのか適当な研究方法を開発す

るために，どれほどの手助けが与えられるかあるい

は与えるべきかこういった新しいアプローチがこ

れまでの教授法に取り込めるかの３点を検証したも

のである。このケース・スタディの結果からは，コ

ンコーダンス・ストラテジーでの学習で効果を認め

つつも，コンコーダンス・データだけでは必ずしも

演鐸的な学習ストラテジーを助長しないという結果

を得ている。この結果から，言語学習に関する以前

の経験からの影響や個々の学習スタイルがあるの

で，コンコーダンス・ストラテジーを使う前の十分

なガイダンスや実践訓練の必要性を主張している。

言っても良かったが小規模学習者コーパスの英語

教育への応用などの先駆的な研究は幾つかされてき

ている。

杉iIi（1993）は，コーパスを利用した言語学の手

法を英語研究にＩＭＩし，帰納的アプローチによる実

例を示し，限られた小規模学習者コーパスでも利)１１

可能なことを示した。

Ozeki＆Sugiura（1997）は，マツキントッシュ・

コンピュータ上でハイパーカード（HyperCard）と

ＫＷＩＣ（KeyWordlnContext）コンコーダンス・プ

ログラムを使って，英語母語話者が話している映像

クリップに出てくる会話語句を帰納的に学習する方

法を提言しているｃこれは非英語母語話者である日

本人英語学習者自身が録画・録音したものを題材と

していないので，学習者コーポラの直接的な利用で

はないが，英会話パターンなどの例文を発見学習の

スタイルで分析させ．文法知識の運用能力を高めさ

せる方法である。即ち，まだ主流をなしている自動

化された「チュートリアル」スタイルやドリル練習

の演緤的な学習教材のCAI教材とは大きく異なるも

のであり，コンピュータと「生きた」データベース

があってこそ可能な学習スタイルという点では，学

習者コーパス利用の英語教育・学習への基本の一例

を示している。

斉藤ほか（1998）の第１２章は，英語教育への

コーパス利用を扱っている。n本では，文系での

コーパス利用以前に理工系でのコーパス利用が「英

語を書くためのツール」として利用されてきている

が，科学技術論文，表現辞典，検索ツールについて

内外の例を幾つか挙げながら論じている。学習音

コーパスと第二言語習得研究との関連からの研究

(運用語彙の発達，文法項目修得の過程の分析など）

については，執筆担当者である朝尾氏（東海大学）

が小規模学習者コーパス（ライティング・データ）

の平均語数やタイプ/トークン比から分析し，「英語

を書く力（writingproficiencv)」がある程度成長し

ていることを示しているｃしかし，ライティング・

テーマよっては,平均語数に伸びがみられたものの．

タイプ/トークン比に変化が見られないとの結果も

同時に示している。

了現代英語教育』に連載した投野（1998/99）は．

２．２．日本での研究

本稿の執筆時点では，斉朧ほか（1998入縢家・

須賀廣（1998)，ﾌﾞﾄﾞﾋ（1999）などの関連する英語

母語話者の中・大規模コーパス利用研究は数多くあ

るものの，日本での学習背コーパスを利用した英語

教育への試みについての研究報告はほとんどないと
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より，中間言語の記述に役立つ基礎データを提供で

きるとし，中商の文法的形態素の定着度の推移を見

た例や．エラー分析の手法でfj:語が異なる学習背

コーパス間で共通に起こる「普遍的エラー

(universalerrors)」と母語の干渉による「け語関連

エラー（Llrelatederrors)」の仕分けをする研究を

紹介している１．

朝尾氏を研究代表とし，筆者を含めたプロジェク

ト・グループによる、本人英語学習者コーパス」

プロジェクトが1997-99年度文部省科学研究費助成

金に採択され，本格的に始められている別。コーパ

ス・データの増殖，入力フォーマットの標準化，標

準エラー・タグの検討を行っている段階である。書

き言葉コーパス（writtencorpus）については相当

量の榊築ができたが．話し言葉コーパス（spoken

corpus）についてはまだ不十分な状態であるのは否

めない。詳しくは．CorpusofEnglishbyJapanese

Lear11ers（http:Z/Wwwlb､u-tokai・ac・jp/lconpus）にアク

過去５～６年で学習者コーパスの研究が艦んになっ

てきた経緯から，世界的には規模や内容的に充実し

たものは少ないと報告しながらも，本格的な整I1iliが

なされれば．英語教育においても大きな恩恵に浴す

ることができると主張し学習者コーパスの利用の

分野を大きく３つに分けて”具体例を挙げながら論

を腱開している：(1)文法・語蕊指導，(2)第二言論

習得研究，(3)辞書・教科書・教材開発。(1)では，

指導現場で学習者コーパスが威力を発揮するケース

を挙げ，学年ごとにあるいは到達度レベルごとに学

習者の単語使用をより客観的に見極めたり，文法

的・語彙的エラーに関する情報から分析し，その頻

度，エラーの種類，学習段階との係りなどを把握で

きるので，教師側にとって有益な情報資源になるば

かりでなく，学習者自身が活用することによって，

和英辞典などに勝る「表現辞典」として利用でき,

自身が書いたものと比較検討しながらの発見学習が

できると主張するっ(2)では．学習者コーパスは，

学習段階ごとにコーパス・データを整備することに セスされたい。

－２０６－
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3．学習辞典編纂への応用 注記

１）水髄は1998ｲlHlO11にlilllllk'?:腕入学（愛jilI！,L希１１「

卜itI1j）で|)Mill1された此iiIfコーバス学会第ｌ２Ｉ１ｌｌ入会に

おけるシンポジウムで禿衣した盗料にＤｌｎＹ・修Il2し

たものである

２）排し〈はhttp:ﾙﾉink〕.ox,ac・uk/bnc/にアクセスのこと

３）１ｉｆし<はllttp:"titaniaCobuild・colliXlsco・uk/にアクセ
スのこと二

４）役野氏は水稲執鞭11＄点で迎合]ﾐ111のランカスター

人`iと人`?:|塊|#1:課1ＷI;学''１であり，http:ﾙﾉWwwlallcS､aC、

11k/posIgrad/tono/で１１１:界''1の多くの'1M連Wi報を雌械し

提供している□

５）jli式には科学IUf先Y二!i#I1iluj金一jIL艦ｲﾘf先(B）「鮒：市

，Ni習１Ｗ研究のための英語学科折コーバスのＭｉ染とそ

の利111課迦儒号09558018である。

斉藤ほか（1998）の第１２章では，学習苛コーパ

スを作成し利用する目的の一つに，学習辞典編集の

ための基礎資料収集も挙げている。唯本的な英語辞

典編纂に利用されるのは．英語は譜話者のコーバス

からであるが．LongmanDictionaryofContemporary

English第３版（LDOCE3）のように学習者コーパ

スを取り入れたものも出てきている。そのLongman

Learner'sCorpusから得られた知見はUsageNoteに

おける解説に利|Ｈされている，

外国語学習辞典は，母語高門肴川]の辞典

(monolingualdictionary）とは大きく異なる”外国語

学習辞典は，英語のような'三l標言語の分析だけでな

く，対象学習者によって編纂されなければ，真に役

ｉＺつ辞典とはならないからであるｃその意味でも．

外国語学習辞典編纂に役立つ大規模な|]本人学習背

コーパスの樅築が望まれるし筆者達のグループに

よるものも含めて．あちらこちらでその試みが始ま

っている,、

参考文献

腓|zﾉｋ，膳（1999)．￣コンピュータを使った災,柵教師の

ための災iillｲiH先」「CornucopiajWinter､3-6.
斤藤俊雄ほかiilIj（19981」災i;1iコーバス[了ii{}学-」{L礎と

ゾミ跣」イリ1究社{'１版

杉iIliilそ利（1993)．コーパスをFllllした，ｉｌｉＩＦ?:のｸ〔１Ｍ｝

教ｆｒへの応)Ⅱ」lILallguagcLaboratory如淵'グミラボラ
トリー'j全会，30,95-113.

1113家秀史・mIfIiMjf（1998)．了'た銭コーバスTiF1Mi'j::‐災

ｉｉＩｉ教ＩＩｌｊのインターネットilUillll柵iⅡ１１〔ユニ

役1l1jIIl紀犬（1998/99)．「'１４粁杵コーバスと災,粥指導」

ｉ｣１１代英語数行」Ｉｉ１１先ｲ|:}}}版，1998ｲ|（４）'１１｣-

1999ｲ|ﾐ３１１り

投野lll紀犬（1999)．「此Ｉ語数1f｢におけるコーバス利111‐

11と鮒動|(tルポート」「Cornucopia｣|Winter,7-13．

Ｄａｇｎｅａｕｘ，Ｅ､，ＳＤｅｌｍｅｓｓ，＆Ｓ、Granger（１９９８)．

℃omputer-AidcdE1mrAnalvsisJ・SyslFﾉ",26,163‐
174．

Flowerdew，John．（1996)．．､Concordancinginthe

classroom.、ｉｎＭａｒ[haPelming[oｎ（ed.),ＰＤＩ(ｗｏ／

ＣＡＬＬ,Ｈ()uston0TX:Athe]stan,97-113．

Kcttlemann，BernlHrd（１９９５)．Ｏｎｔｈｅｕｓｅｏｆ

ｃｏｎｃｏｒｄａｎｃｉｎｇｉｎＥＬＴ,TELL＆Ｃ４ＬＬ､4,1-15．

Kettlemann、Benlard.（]994).ＣＤ"ＣＯれわ"〔ﾌﾟﾉＺｇｊ〃ｓＡ１/islIj“

mQrcﾊﾉﾉ19,Festschriftzum30-jahrigenBeste]lel1des

lnstitutsfurA1lglisLikderUniversitHltSalzbur9．

Salzbllrg、

Ozeki,Shuji＆Sugillra,Masatoshi.（1997).Quick-KWIC-

Dialog:Ahypermどdia-b：lsedcorpusiiorEFLlealFllers．

（httI〕:"langue・hyper・chubu・ac・jp/ozeki/CALICOQKD・

htmD

Stevens，Vance．（1995)．Concordancingwithl【lnguage

learncrs:Ｗｌ〕y？When？What？CAELLjournal,６(2)，

2-10．

Sugiura，Masatoshi.（１９９８).Wcbb3seddynalnicrefCrence

４．おわりに

英語学習・教育の利用できるツールとしてのコン

コーダンスや大容赴のデータベースとしての学習荷

コーパス利用の研究や実践はまだ始まったばかI）

で.それらを利用した研究や実践報壜告はまだ少ない□

しかし今後の応用言語学研究の人きな柱と成りう

る分野であると言えよう・投野（1999）が課題を指

摘し，今後の展望をしているように，教育ｐ的に特

化したコーパスの必要性，テクノロジーと教育との

融ｆｌＬ言語学習システム全体の改峨，データ，ツー

ル頬の共有・啓蒙などを積極的にしていかねばなら

ない。演鐸的な学習から機能的な学習へ，あるいは

経験i三菱的な英語教育から実証主義的な英語教育へ

の蛎換を促進させるために．学習１２fコーバス'二|体の

Ⅲなる榊築とそれらの研究と成果の公開，英語教育

現場での積極的利用は重要な役割を演じることにな

るであろうぞ

－２０７－



ＪＴ１ｉｌｉ丈化IlIf･光１１を:jり.

Longn1aIL

T1IrnbulLJi]］＆Bul･ston，Jack．（1998)．Towards

indepelldentconcordanceworkfbrstudents:Lessons

fromacascstudy・OALCALL,12(2),10-21.

systemfOrEI】glisll［lsaforeignlanguage］earners．

（http:/７０scar｣al〕9.nagoya-u､acjp/PapeⅣpresentatio】1／

calico980

Tribble,Chris.（1991)．．､Someusesofelectronictextin

Eng]ishfOracademicpurposes￣ｉｎＪ､Miltol1＆Ｋ・

Ｔｏｎｇ（eds.）ハズ/α"alyslisﾉﾘrcoｿ"，rｲ化γａｓｓｉｓｌｃｄ

ｍｊＺｇＷ(ZgF/enmj噂.llongKong:HongKongUnivesity

ofScienceandTechnology,4-14．

Tribble,Chris.（l997a)．“ImprovisingcorporaforELT：

Quick-and-dirtywaysofdevelopingcorporafor

languageteachingJ､Apaperpresentedatthefirst
internationalconfCrence：Practicalapplicationsin

languagecorpora(1997),U11iversityofLodz,Poland・

Tribble,Chris.（1997b)．℃orpora,collcordancesand

ELT,,ｉｎＢｏｓｗｏｏｄＴ.（ed.）jWzD〃dIysq/〃sj"ｇ

Ｕ０)"”〃だｊ〃ノajZgzd(Z9℃ｆＦａｃ/ｌｊｊ壇,Ａ]exandria，ＶＡ：
ＴＥＳＯＬ

Ｔｒｉｂｂｌｅ,Chris＆Jol1es,Glyn.（1997).ＣＯ"CD）'[わ"ccsi〃ｲｶｃ

ｃﾉ“s”o》":Ａ”soz"煙bDoA/iWmcAF沼.Houston,ＴＸ：

AUlelstan

Tribble,Cllris＆Jones,Glyn.（1990).ＣＤ"coltltJ""ｓｊ卯仙ｃ

l1u/iLのｉｉ典な学１V称コーパスllLI述リンク

●Intemationa]CorpusofLearnerEnglish(ICLE）

http:ﾉｿWwwntr,ucLac・be/FLTR/GＥＲＭ/ETAN/CECL／
abs・ｈｔｍｌ

●HKUSTLeamerCorpLlsOohnMilton）

ＮｏＵＲＬ:Ｉｔｈａｓｎ，tmadethedatapubliclyavailableyet，

ａｓitⅢsstiHbeingusedfOrJ・Milton，sPhDresearcl】．

●LongmanLeamer'sCorpus

http:"ｗｗｗ､awl-e]t､com/dictionaries/lclearn､ｈｔｍｌ

●CorpusofJapaneseLearnersofEnglish(KOjiroAsao，s

Group）

httpWWwwLu-tokai､ac.』p/lcorpus

●ResourcesonLearnerCorpus(YukioTono）

http:"www,lancs・ac.uk/postgrad/tono/lclresource,htm］

●VirtualDDLLibrary(TimJolm）

http:"Web・bllam.ac・uMohnsti7ddllib・htm-

c/２ssγ00"1:Arcsoz"“booA九パｍｃ雌rs,Londom：

－２０８－


